賛成討論

　6番、金崎ひさでございます。陳情2-5号「葉山町学校給食センター整備計画見直しについての陳情書」に関して、ただいまの委員長報告に反対、すなわち、この陳情に賛成の立場で討論に参加いたします。

この陳情は今議会が始まる前に提出されたものであり、その後の一般質問において、令和4年9月の学校給食センターの開設時期を変更すると、ご答弁をいただきました。この陳情には先見の明があり、すでに開設時期が見直しされているではありませんか。このように、既成事実がある中で、この陳情に反対する議員は、学校給食センターの開設時期の変更に異議申し立てをするのでしょうか。私は、新型コロナウイルス対策のため、プロポーザルが延期となり、開設時期がずれることに一定の理解をしております。しかし、令和2年3月に教育委員会から出されました、葉山町学校給食センター整備方針の中で、プロポーザルを始め、供用開始の時期が明記されております。その変更が確定しておりますので、これはまさに、状況を捉え、見直しをしたということでございます。開設時期が延期されることを認めるのであれば、この陳情は採択すべきです。
また、委員会審査の中で、この陳情の趣旨に「学校給食センター整備計画について、原点に立ち戻り、葉山町にあった学校給食のあり方について見直しを求めるものです」とあります。ここの「原点に立ち戻り」という一文に意見がさまざまに分かれました。「原点」とは今までの議会議決を白紙に戻し、ゼロから考え直せとの指摘だとの、委員からの発言もありました。私は、この学校給食センターに関しては紆余曲折があり、その間、賛否両論ありましたが、全て議会議決を経て、やっとここまでたどり着いた経緯を十分心得ています。本当に、議会議決を白紙にもどし、ゼロからやり直せ、というような訴えであれば、私は賛同いたしません。よって、陳情者に真意を確かめるために、継続の動議を出しましたが、可否同数の中、委員長裁決で否決されたことは誠に遺憾です。陳情提出が不慣れな町民が書かれた文章の真意を確かめることもなく、採決を急いだ委員会運営に苦言を呈したいと思います。委員会を傍聴していた陳情者から、憶測で判断して欲しくなかったと、苦情が届きました。慎重審査をするべきだったと思います。
また、審査の中で、昨年、議会から提出された「中学校給食の早期実現を求める決議」を教育委員会としては真摯に受け止めているからこそ、長柄での学校給食センターを計画し、中学校給食も含めた早期実現を目指しているとの答弁がありました。しかし、今回、コロナのせいとは言え、教育委員会単独で進めていた学校給食センター設置計画をＦＭ会議に委ね、他の事業計画と関連させ、財政面・緊急性からの優先順位を決めることとした、とのことでした。これでは、令和4年の開設が何年先延ばしされるのか、全く検討がつかない状況で、開設時期については、教育委員会から明確な答弁はありませんでした。議会の決議うは軽視してはいけません。こうなった以上、まずは二重投資にならないように知恵を絞りながら、中学校給食を先行して行う計画を早急に考えるべきではないでしょうか。少なくとも、令和4年には中学校給食が開始されるよう配慮すべきです。また、学校給食センター建設に関しても、私は反対をしましたが、多数決で議決されたことです。今回のように開設時期の変更など、コロナで学んだ「新たな日常」に即するように、「感染症対策」「ソーシャルディスタンス」「換気対策」など、見直しながら、より良いものにしていくことが大切だと思います。
コロナ禍の影響を受けている今の状況の中で、見直しは必然であり、コロナを体験した後に、新規で建設する学校給食センターです。この陳情は、今の計画内容にこだわることなく、何者にも負けないような、給食センターに改善していくための良い機会にして欲しい、とのメッセージを込めたものと捉え、賛成をいたします。以上で私の賛成討論を終わります。ありがとうございました。
